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５

月

３

日
の
憲
法

記

念

日

、

「
１
市
４

町
の
会
の

ト
ラ
ッ
ク

キ
ャ
ラ
バ

ン
」
が
開

催
さ
れ
、

10
時
か
ら

南
幌⇛

長
沼⇛

由
仁⇛

栗

山⇛

そ
し
て

夕
張

で

は

午
後
３
時
か
ら
コ
ー
プ

さ
っ
ぽ
ろ
前
で
、「
国
連

憲
章
を
ま
も
れ
」「
憲
法

９
条
を
ま
も
れ
」
な
ど

の
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行

い
ま
し
た
。 

 

最
初
に
、
Ｇ
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
に
よ
る
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
平
和
を
」
と
歌

と
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。 

 

次
に
、
野
党
各
党
か

ら
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

く
ま
が
い
桂
子
市
議
が

日
本
共
産
党
の
考
え
方

「
憲
法
９
条
を
生
か
し

平
和
の
外
交
を
」
と
訴

え
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
立
憲
民
主

党
か
ら

千
葉
清

美
栗
山

町
議
、

社
民
党

か
ら
浅

野
隆
雄
道
連
幹
事
長

が
ス
ピ
ー
チ
。 

 

そ
の
後
、
市
民
団

体
を
代
表
し
て
「
明

日
の
平
和
を
つ
く
り

だ
す
夕
張
の
会
」
の

渡
辺
輝
夫
共
同
代
表

が
、
最
後
に
、
憲
法

共
働
セ
ン
タ
ー
の
卜

部
義
雄
代
表
の
挨
拶

と
と
も
に
、
参
加
し

た

26

名
全
員
で
平
和

と
安
心
の
暮
ら
し
を
訴

え
、
終
了
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

５月７日、長沼町民会館で「明日の自由を守る若手弁護士の会」

共同代表の神保大地さんを迎えて学習会が開催されました。  

 神保弁護士は大切なこととして…  

 

１，「今の世界が完璧だなんて思わない」・「ロシアのやったこと  

は国際法違反」・「核兵器禁止条約と憲法９条の意義を確認する」 

 

２，ウクライナ・ロシア情勢から分かる憲法９条の意義をテーマ

に、「ロシアによる軍事侵攻の違法性」と「ロシアの言い分けは

理由になっていない」～その理由として…  

●ＮＡＴＯの東方拡大は「約束違反  

だ」⇒確かに「約束違反」だが、攻  

撃を正当化できない  

●ウクライナによる弾圧からの解放  

「東部２州のロシア人に対する弾圧」  

⇒内戦状態だったことは確かだが、で  

あれば国際機関が査察すべきだった  

●ネオナチの駆逐⇒いたことは確か  

だが、攻撃の理由にはならない  

 

３，国際法違反の項目を指摘⇒紛争の平和的解決義務  

武力行使禁止原則・不干渉原則・・国際人道法  

★武力を持っていることが戦争の誘因になった⇒憲法９条の方針

そのものが示している。この９条に自衛隊などを書き込ませないこ

とが、軍事増強や徴兵制などをもくろんでいる勢力を押さえるこ

とができる。  

内容の一部をご紹介しました。「戦争止めろ！」「侵略やめよ！」

の声を大きくすることが非常に重要と再確認した学習会でした。  
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５
月
１
日
（
日
）
第

９
３
回
メ
ー
デ
ー
夕
張

集
会
が
、
拠
点
複
合
施

設
「
り
す
た
」
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
働
く
も
の
の
団
結

で
生
活
と
権
利
を
守
り
、

平
和
と
民
主
主
義
、
中

立

の

日

本

を

め

ざ

そ

う
！
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
筒
井

勇
治
実
行
委
員
長
と
来

賓
の
日
本
共
産
党
く
ま

が
い
桂
子
夕
張
市
議
の

あ

い

さ

つ

の

後

、

市

長
・
議
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

長
び
く
コ
ロ
ナ
渦
生

活
が
続
く
中
、
不
安
定

雇
用
労
働
者
が
苦
し
い

生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
燃
料
の
高
騰
や

物
価
の
急
上
昇
で
国
民

の
生
活
が
苦
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
が
、

実
行
委
員
会
事
務
局
長

か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
ロ
シ
ア
軍
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
め

ぐ
り
、
参
加
者
か
ら
も

発
言
が
あ
り
、「
特
別
決

議
」
、
（
国
連
憲
章
違
反

の
ロ
シ
ア
軍
は
、
直
ち

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤

退
せ
よ
！
）
が
提
起
さ

れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
ロ
シ
ア
日
本

大
使
館
長
あ
て
の
「
抗

議
ハ
ガ
キ
」
を
み
ん
な

で
書
き
、
戦
争
を
止
め

よ
う
と
の
提
起
も

さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

最
後
に
、
参
加

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

要
求
を
プ
ラ
ス
タ

ー
に
書
き
、
実
行

委
員
長
の
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
」
の

掛
け
声
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
手
書
き

の
プ
ラ
ス
タ
ー
を

掲
げ
、
終
了
し
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

石
炭
の
は
な
し 

（
新
夕
張
駅
そ
の
３
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
役
所
の
新
設
で
は
、
１
９
６
４
年
（
昭 

和
39

）
昭
和
通
り
を
へ
だ
て
て
筋
向
い 

に
、
ま
ず
庁
舎
別
館
（
旧
図
書
館
）
を
建 

て
仮
庁
舎
と
し
ま
す
。 

 
 

ま
た
市
民
会
館
の
新
築
は
、
市
役
所
の 

建
設
と
ほ
ぼ
同
時
に
す
す
み
ま
す
。
１
９ 

６
２
年
（
昭
和
37

）
６
月
市
民
会
館
が
現

在
地
に
着
工
し
、
翌
年
９
月
21

日
４
階
建
て
で
竣
工
し
ま
す
。 

 
 

 

新
市
民
会
館
完
成
と
変
遷 

こ
の
時
の
市
民
会
館
の
構
造
は
、
１
階
に
新
夕
張
駅
が
併
設

さ
れ
、
そ
の
時
に
本
町
駅
と
改
称
さ
れ
ま
す
。 

Ⅰ
階
全
体
が
待
合
室
と
駅
事
務
所
で
し
た
。
玄
関
を
入
り
正
面

に
数
段
の
階
段
を
上
が
っ
て
改
札
が
あ
り
、
直
接
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
に
入
る
駅
で
し
た
。 

２
階
が
市
民
食
堂
で
３
階
が
会
議
室
と
地
区
労
協
事
務
所
、

４
階
に
は
大
会
場
と
和
室
が
数
室
設
け
ら
れ
、
結
婚
式
場
と
し

て
使
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
本
町
駅
も
、
夕
鉄
客
車
廃
止
に
伴
い
（
前
号
で
紹
介
）

廃
止
と
な
り
ま
す
が
、
駅
事
務
所
を
「
郷
土
資
料
室
」
に
模
様

替
え
し
、
翌
年
に
は
展
示
室
を
１
階
全
体
に
拡
大
し
、
当
時
散

在
し
て
い
た
炭
鉱
関
連
の
資
財
を
ま
と
め
て
「
炭
鉱
資
料
室
」

と
改
め
ま
す
。
（
現
在
の
石
炭
博
物
館
の
前
身
。
・
昭
和
55

年
、

旧
夕
張
会
館
を
改
修
）
。 

 
 

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

い
よ
い
よ
市
役
所
新
庁
舎
は
、
１
９
７
６
年
（
昭
和
51

）
10

月

に
着
工
、
２
年
後
の
１
９
７
８
年
（
昭
和
53

）
６
月
に
竣
工
し

ま
す
。 

こ
れ
に
合
わ
せ
市
民
会
館
も
１
９
７
９
年
（
昭
和
54

）
秋
に

大
改
修
し
ま
す
。
１
階
の
旧
本
町
駅
待
合
室
を
市
民
食
堂
と
調

理
場
と
し
て
、
新
庁
舎
の
２
階
と
渡
り
廊
下
で
結
び
、
食
堂
と

直
結
さ
せ
ま
し
た
。 

そ
し
て
右
側
に
大
ホ
ー
ル
を
完
成
さ
せ
ま
す
。 

 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

くずさんの 

夕張歴史散歩(178) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

畠
山 

和
也
「
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

元 

衆 

議 

院 

議 

員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

畠
山 

和
也 

 
 

 
 

 
 

 

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
頭
に
浮
か
べ 

 

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
時
に
、
避
難
し
て
き

た
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
た
び
に
、
も
う
大
人
に
な
っ

た
あ
の
子
た
ち
が
、
た
た
か
い
の
最
前
線
に
い
る
か
も
と

思
う
と
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
」
。
つ
ど
い
に
参
加
さ
れ
た

女
性
の
言
葉
で
す
。 

 

ロ
シ
ア
の
攻
撃
を
早
く
止
め
ら
れ
な
い
の
か
と
、
も
ど

か
し
く
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
軍
事
で
対
抗
す
れ
ば
報
復

の
悪
循
環
。
家
庭
や
職
場
、
地
域
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
思
い

を
形
に
し
て
い
く
こ
と
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
は
ず

で
す
。
世
論
の
高
ま
り
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ロ
シ
ア
国
内
に

も
届
い
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

 

別
の
つ
ど
い
で
「
防
衛
費
倍
増
と
か
、
今
さ
ら
安
倍
元

首
相
が
出
て
き
て
何
を
言
っ
て
る
の
か
」
と
語
っ
た
方
は

「
で
も
、
そ
う
い
う
声
が
多
数
に
な
る
の
で
は
と
心
配
に

な
る
」
と
も
。
マ
ス
コ
ミ
が
、
こ
の
よ
う
な
発
言
を
垂
れ

流
し
て
い
る
現
状
が
危
な
い
と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

私
も
そ
う
思
い
ま
す
。 

 

自
民
や
維
新
な
ど
に
よ
る
軍
事
力
強
化
を
と
の
主
張

は
、
外
交
の
力
を
投
げ
捨
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

い
ま
議
論
す
べ
き
は
自
衛
隊
員
を
戦
地
に
送
る
こ
と
で

は
な
く
、
隊
員
に
血
を
流
さ
せ
な
い
た
め
の
外
交
を
ど
う

す
る
か
で
は
な
い
の
か
。
大
事
な
一
人
ひ
と
り
の
命
な
の

で
す
。 

 

冒
頭
に
紹
介
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
子
ど
も
た
ち

は
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
が
大
好
き
だ
っ
た
と
か
。
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
ら
れ
て
、
大
好
き
な
家
族
と
安
心
し
て
く
ら
せ

る
世
界
と
日
本
へ
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
頭
に
浮
か
べ

な
が
ら
、
全
道
を
ま
わ
り
ま
す
。 
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